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「考える力」身に付いていますか？ 

 

                         校長  山 口  千 樹 

 

 この原稿を書いているとき、グラウンドから校内競技大会に興じる皆さんの様子が伝わっ

てきました。歓喜と落胆が混じった、何とも形容しがたい声が夏空にこだましています。

Classiの１年生のコメントに「先輩の姿を見て、勉強も部活動も学校行事も全力投球ってい

うのが、こういうことなんだと思いました。」というのがあり、上級生の姿を見て下級生が成

長していることがわかり、心から嬉しく思います。 

 さて私は、６月から７月にかけて、熊本県の「濟々黌高校」、栃木県の「小山高校」を学校

訪問しました。両校の校長をはじめ、多くの先生方と意見交換をしましたが、異口同音に「生

徒に考えさせることが大切である」という趣旨の発言がありました。 

 濟々黌高校では、体育の授業で水泳が行われていました。休み時間になると水着に着替え

るために大急ぎで更衣室に向かう生徒と、濡れた髪を拭きながら大急ぎで教室に向かう生徒

の姿が非常に印象的でした。わずか１０分の休み時間に更衣したり髪を乾かしたりすること

は本当に大変でしょうが、授業に遅れないよう考えて行動していました。生徒に、先を見通

す力や時間を上手に使う力を身に付けさせる効果があると感じました（本校の８分間走と似

ています）。 

小山高校では、総合的な探究の時間に大学や関係機関と連携して社会的な課題の解決に取

り組んでいました。生徒に、社会的課題に関する知識や常識を身に付けさせ、自分なりの言

葉や方法で表現できるようにすることが目的だそうです（本校の HAL-Time と同じですね）。

この学校では、課題研究によって、生徒に「考える力」をつけさせることは、総合型選抜や学

校推薦型入試の割合が増加するこれからの大学入試に対応し、生徒の進路実現のために必要

な学習であると明確に位置付けていました。 

小山高校訪問の翌日、東京であった会議で各県の校長と話しましたが、ここでも、ペーパ

ーテストの問題が解けるだけの学力では不十分であり、自分で課題を設定し、正しい方法で

調べ、自分の頭で考え、誰でもわかるように説明できる力が必要であるという話題になりま

した。「考える力」を身に付けさせる学習は、いまや全国で取り組まれていると 

痛感しました。 

そこで、皆さんに質問します。あなたは「考える力」を伸ばしていますか？ 

ただ漫然と宿題をこなしているだけでは、「考える力」は身に付きません。日 

常生活のあらゆる場面で「考える」ことを意識しましょう。総合的な探究の時 

間のフィールドワークやお盆期間中の親戚等との交流にも「考える」材料はあ 

るはずです。「考える」を習慣化して「考える力」を身に付けてください。 

 

                     

  



オープンスクール 

三者面談 

 

 

 

 

７月９日（土）に今年度１回目のオープンスクールを実施しました。 

このオープンスクールは、（１）本校の教育活動の一端を模擬授業や部活動見学等で体感しても

らい、中学生やその保護者に理解してもらう。（２）出身中学校の生徒と交流することで、本校の

実生活を語る中から本校の良さをアピールする。という２点を目的として開催したものです。当日

は、中学生４６１名、保護者２８０名の合わせて７４１名の参加をいただき、大盛況でした。離島

からの参加者もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付のようす                   全体会のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬授業（理数探究）のようす             先輩との交流のようす 

 

 

 

 

７月１５日（金）１９日（火）２１日（木）２２日（金）の 

４日間、三者面談が３学年ともに実施されました。 

 １年生では、文理の選択の確認を中心に、家庭や学校生活の 

様子のこと、学習状況等についての話し合いが行われました。 

高校ではじめての面談でしたが、いかがだったでしょうか。２ 

年生では、進路希望の状況確認を中心に行われました。３年生 

では、いよいよ志望校の決定が近づいたことから、成績の現 

状と今後の取り組みについて、教師と生徒そして親子の間で意 

見交換が活発に行われました。 

 

 

 



校内競技大会 

ひまわりプロジェクト（フードドライブ事業）参加 

 

 

 

 

 

７月１２日（火）午後から１３日（水）にかけて、令和４年度第１回校内競技大会が行われまし

た。集団の一員としての自覚を深め、学級の融和を図ることを目的としています。今回は、男女と

もにサッカー、バスケットボール、バレーボールの３競技が、学年の枠を超えて学級対抗の形で行

われました。 

今回は、競技中以外はマスク着用を徹底するとともに、アルコール等による手指消毒の実施、体

育館での種目については試合を行っているクラスのみ観戦可能としたりと新型コロナ感染症対策

をしっかりと実施しました。また熱中症対策にも気を配った上での大会となりました。また、３年

生にとっては、最後の大会ということもあり、歓喜あり、涙ありの思い出深い行事となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２３日（土）に、生徒会執行部と２学年 

総合探究の１班で、長与町で２４日に行われた 

フードドライブ事業（食料配布事業）の物資仕 

分けボランティアに参加しました。 

６月下旬から７月中旬まで全校生徒に物資提 

供の依頼を行い、段ボール４箱分の食料品が集 

まりました。生徒・保護者の皆さんご協力あり 

がとうございました。 

 



参議院議員選挙期日前投票 

壮行式・生徒会任命式 

 

   

 

７月１０日（日）に投開票が行われる第２５回参議院通常選挙の期日前投票所が、７月１日に本

校内に設置されました。これは、成人年齢の引き下げにともない、長与町選挙管理委員会が庁舎外

に初めて設置したものです。選挙権を持つ長与町内在住の生徒と教職員の合計３４名が１票を投

じました。また、選挙事務には町外在住やまだ選挙権がない生徒が担当しました。 

投票した生徒は、口々に「初めての投票で緊張した」「投票は選挙公報を参考にした」「これか

らも政治に関心を持っていきたい」などとその感想を語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月３０日（木）各種大会の壮行式と生徒会執行部の任命式を行いました。 

 体育部ではラグビー部が全国高等学校７人制大会に、登山部男女、テニス部男女、陸上競技部が

インターハイに出場します。文化部では生物部、放送部が全国総合文化祭に、また理数科が中国・

四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会に出場します。 

 生徒会任命式では、前生徒会長の品川稜有くんから全校生徒に対して、これまでの活動に対する

お礼の挨拶、続いて現生徒会長の小林史弥くんからは今後の抱負が述べられました。 

 

 

 

 

 

  



１学年より 

８月の主な行事予定 
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◎１学期が終わりました 

突然ですが、この１学期をふりかえり、以下のチェックリストに取り組んでみましょう。 

＜１学期のふりかえりチェックリスト＞ 

□ 高校入学時と比べて、学習の方法に変化があった。 

□ 高校での生活スタイルを確立できた。 

□ 合唱コンクールや競技大会などの学校行事に積極的に参加した。 

□ 部活動など授業以外の活動に意欲的に取り組んだ。 

□ １学期末試験への学習の取り組みは満足がいくものであった。 

□ 健康に留意し、自己管理に努めた。 

□ 周囲に配慮して学校生活を送ることができた。 

□ 将来の進路を研究し、進路意識を高めることができた。 

□ Classi に日々の学習時間を入力することができた。 

□ タブレット PC を有効に活用（Classi、Teams など）した。 

□ あいさつを心がけ、清掃活動は毎日熱心に行った。 

いくつチェックがつきましたか？ 

実は、これらの項目は、普段の学校生活でこれまで指導してきた内容です。チェックがつ

かなかった項目になぜチェックをつけることがきなかったのかよく考え、今後の行動に生か

していきましょう。 

◎夏休みへ向けて 

夏休みに取り組んでほしいことを生徒のみなさんには配信しています。ここで改めて再掲

載します。  

＜全員が取り組むべき課題は、次の３点です＞ 

１．各教科の課題 

Classi で配信される「学習のビジョン（２学期）」を参照し、課題に取り組みましょう。 

２．Classi への学習時間の入力 

  期間中毎日入力しましょう。家庭学習時間が０分の日をつくらないようにしましょう。 

３．書評 

  図書室で本を借り、配付されたプリントを参考に、その本を紹介する文章、本の帯を作

成しましょう。 

 

・課題以外の自分に必要な学習に取り組む 

 得意な教科は「＋α」の取り組みを、苦手な教科は「中学校の復習」など、普段なかなか取

り組むことができない学習を行いましょう。 

１日（月）～５日（金)   ３年生夏季学習会（ロイヤルチェスターホテル） 

４日（木）・ ５日（金)   １年理数科長崎大学水産学部研修 

６日（土）・ ８日（月）   ３年生校内学習会 

９日（火）        長崎原爆の日 平和学習 登校日 

１１日（木）～１６日（火） 学校閉庁日 

２０日（土）・ ２１日（日） ３年生校外模試 

２２日（月）        開始式・表彰伝達式 １・２年生校内実力試験（国数英） 

２７日（土）        土曜自学（全学年） ＧＴＥＣ（２・３年生希望者） 

３０日（火）        ２年理数科長崎県立大学研修 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜その他、夏休み期間に取り組んでほしいこと＞ 

・課題以外の自分に必要な学習に取り組む 

 得意な教科は「＋α」の取り組みを、苦手な教科は「中学校の復習」など、普段なかなか

取り組むことができない学習を行いましょう。 

・８月２２日の実力テストへ向けた取り組み 

 夏休み明けの８月２２日の国語（８０分）、英語（８０分）、数学（１００分）の校内実力

テストが行われます。８月中旬には７月の進研実力テストの結果もアップされると思います

ので、この点も参考に高校入学後の学習の取り組みをふりかえり、しっかり準備を行い試験

に臨みましょう。 

  ※各教科の取り組みの振り返りは「学習力 MAP」が参考になります。 

・大学等のオープンキャンパスの参加、オンライン行事への参加 

 進路は自分で決めるものです。そのための情報収集も欠かせません。ネット等での情報収

集や実際に大学等に赴いて進路研究を行いましょう。 

・家の手伝い 

 普段、学校に登校し、あたりまえのように学習できるのも家族の支えによるものです。家

族に感謝し、気持ちを表すためにも何でもよいので、家の手伝いを行いましょう。 

・健康に留意する 

 配信された「夏休みの心得」を熟読し、有意義な生活を送ってください。とくに、事故・

事件等に巻き込まれないように細心の注意を払いましょう。規則的な生活も心がけましょう。

まず、朝きちんと起きて、朝ご飯を食べましょう。 

 

◎２学期へ向けて 

「受け身の学習から脱却しよう」 

 ２学期は、１年の中で最も長く、体育大会をはじめ多くの学校行事があります。部活動で

は新人戦があり、１年生が活躍する機会も多くなると思います。１学期の取り組みを踏まえ

つつ、反省を生かし、２学期はぜひ「受け身の学習からの脱却」を目指してください。これ

は、観点別評価でも学びに向かう主体性で評価されているように、今後みなさんが身に付け

るべき能力だと思います。ある本に“やらされる百発より、やる気の一発”とありました。

これは、野球部の練習で、指導者がどれだけ熱を入れても、選手側がやらされているという

意識では何の進歩もない。やる気の一発はやらされることの百発に勝る。ということだそう

です。納得ですね。 

「受け身の学習から脱却」とは、具体的には 

・与えられる課題の消化のみならず、自らを高める取り組みを行える。 

・授業の予習復習を欠かさず行い、授業で身に付けるべき内容（目標）を自分なりに把握し

ている。 

・“点数になるから課題をだす”という考えを改める。 

・積極的に質問にいく。      

などです。 

 これらのことを実践することは、なかなか難しいことですが、自ら考え、自ら行動するこ

とが大切です。これらのことが実践できると、学習面のみならず、生活面や部活動等にも良

い影響が与えられると思います。学習の仕方が、行動を変化させ、自らの考えに基づいた責

任ある行動につながるからです。 

  

◎２学期も体調に留意し頑張りましょう。 

 夏休み期間も健康に留意し、基本的な生活習慣を心がけ、事件・事故に巻き込まれること

なく、安全安心に過ごしてください。２学期も頑張りましょう。 

 



２学年より 

３学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４３回生の２年生の皆さんは三者面談も終わり、いよいよ本格的な夏休みとなりました。 

夏は日頃の学校生活ではできないことに何かチャレンジしたいですね。面談では学習に関し

て多くのアドバイスをもらったことと思います。特に、苦手科目はそのままにしておくと、３

年生の受験の時に苦労することになります。苦手科目がたくさんある人はそのうちの１つで

も克服したいものです。そのためには、目の前の授業を大切にすることです。また、学習法に

困っているときは、授業を習っている先生のところに行って、学習法のアドバイスをもらいま

しょう。だらだらしていると夏はアッという間に終わってしまいます。明日に延ばさず今日か

らやり始めましょう。 

 今、総合的な探究の時間で、自分が興味ある分野の学習を行ってます。特に、フィールドワ

ークは、学校の授業では得られない貴重な体験です。より、充実した活動とするために、事前

の準備と戻ってからの振り返りが大切です。また、大学のオープンキャンパスに参加するのも

いいでしょう。今はまだ明確な志望大学や興味のある学部・学科がないときは、是非大学を生

で体感したいですね。そこから自分の将来について何か見えてくるかもしれません。 

高２の夏は一度きり！体調管理に注意して、暑いけど充実した夏を過ごそう！ 

 

「夏は受験の天王山」とよく言われます。４２回生にとっても高校最 

後の夏になりました。三者面談での話や自分で考えたプランに基づき、 

思いっきり駆け抜ける夏にしてほしいと思います。 

           ８月第１週には、夏季校外学習会で１日１０時間学習を連続して実 

施します。すでに休日１０時間の学習を積み重ねてきている人がいる 

一方、なかなか学習のリズムをつかむことができずにいる人もいるで 

しょう。是非、この学習会を契機に、自分の学習に弾みをつけてくださ

い。夏の取り組みが、秋から冬にかけて大きく影響します。苦手教科の克服に向けてとにかく

基礎・基本の徹底を、得意教科に磨きをかけるために教材の精選を、また、志望校の過去問に

取り組んで自分の実力の現在地を知ることを、自分に課していきましょう。 

 成人年齢が１８歳に引き下げられたことに伴い、７月１日（金）には参議院選挙の期日前投

票（長与町民のみ）が本校会議室で行われました。選挙権を得た４２回生の皆さんは、自分名

義の投票所入場券を手に、責任の重さを感じたのではないでしょうか。７月２１日（木）には、

消費者教育の一環で、成人として社会生活を営む際には自己責任が伴うことを確認し、消費者

トラブル等に巻き込まれることがないように注意を喚起する時間をとりました。来年の春に

は、全員が成人になりますが、納得のいく進路が実現し、よりよい道を自分で選択できる日を

迎えていられるように、まずは、この暑さに負けることなく、やるべきことを着実に取り組ん

でいきましょう。 

 



各種大会の結果  

 

 

 

 

 

     

 

※第９回全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会 （長野県菅平高原サニアパーク） 

  予選リーグ  対岐阜工 １９－２４   対勿来工 ５２－０ 

  プレートトーナメント １回戦 対コザ高 ３３－１７  

２回戦 対城東 ３１－２１ 

             準決勝 対開志国際 １４－１９  第３位 

 

※令和４年度全九州高等学校ラグビーフットボール大会  （長崎市柿泊陸上競技場） 

１位ブロック 

１回戦 対名護高 ２１－１７ 

準決勝 対佐賀工  ７－１２  第３位 

 

※令和４年度全九州高等学校登山大会  （大分県九重山系） 

◎男子 ９８．９点  優勝（６大会連続） 

◎女子 ９８．１点  優勝（３大会連続） 

 

 登山部は、男女ともに８月５日から香川県 

笠形山山系で開催される全国大会に出場 

 

※令和４年度全九州高等学校テニス競技大会  （沖縄県那覇市・沖縄市） 

  ◎男子ダブルス  中村宗平・中村光志 １回戦 対筑陽学園 ６－８ 

  ◎女子団体    １回戦 対奥縄尚学 ０－３ 

   女子シングル  高見花菜 ２回戦 対熊本学大付 ９－７  ３回戦 対鳳凰 ２－８ 

           児島未純 １回戦 対福徳学院  ３－８ 

           福田紗月 ２回戦 対鳳凰    ２－８ 

男子ダブルスと女子の高見さんは、７月３１日から高知市で開催される全国大会に出場 

 

※令和４年度全九州高等学校ヨット競技大会  （宮崎県日南市） 

   女子シングルハンダー級  久松希樹  第６位 

 

※第７５回全国高等学校陸上競技対抗選手権大会北九州地区予選会 

   男子走幅跳  藤家尚平 第２位 

   男子三段跳  藤家尚平 第４位 

    藤家くんは徳島県鳴門市で開催される全国高校総体において上記２種目に出場 

 

※第１０４回全国高等学校野球選手権大会長崎大会 

１回戦 対島原中央 ７－０ 

２回戦 対波佐見  ５－６（延長１０回） 

 

※第６７回長崎県吹奏楽コンクール 

   金賞 （県代表） 

   吹奏楽部は、８月２１日に熊本市の熊本県立劇場で開催される九州吹奏楽コンクールに出場 

 


